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0

%′２
年
３
ヵ月
ぶ
り
安
値
荷
役
の
混
乱
解
消
進
む

指
標
と
な
る
ケ
ー
プ
サ
イ

ズ

（載
荷
重
量
約
１８
万

ン
ト
）

は
、
運
ぶ
貨
物
が
鉄
鉱
石
や

石
炭
に
限
ら
れ
る
。
ス
ポ

ッ

ト

（随
時
契
約
）
用
船
料
は

８
月
２６
日
時
点
で
１
日
あ
た

り
３
４
０
０

，レ
ド
前
後
。
採
算

ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
２
万
～
２

万
５
０
０
０

，レ
ド
を
大
幅
に
下

回
る
。

ば
ら
積
み
船
の
市
況
を
総

大型ば ら積み船の用船料 は中

国の動向に大きく左右される

合
的
に
表
す

「
バ
ル
チ

ッ
ク

海
運
指
数

（
１
９
８
５
年
＝

１
０
０
０
）
」
も
１
０
８
２

と
な
り
、
２
年
２
カ
月
ぶ
り

の
低
水
準
に
あ
る
。

５
月
に
は
中
国

・
上
海
の

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（都
市
封
鎖
）

に
よ
り
荷
役
が
停
滞
。
そ
こ

に
雨
期
を
終
え
た
ブ
ラ
ジ
ル

の
鉄
鉱
石
出
荷
の
回
復
局
面

が
重
な

っ
て
輸
送
需
要
が
増

え
て

一
時
上
昇
し
た
が
、
そ

の
後
は
下
げ
相
場
が
続
い
て

い
る
。

日
本
郵
船

の
担
当
者
は

「
用
船
料
が
３
月
に
１
万
が

前
後
を
下
回
る
の
は
か
な
り

低
い
水
準
だ
」
と
話
す
。
例

年
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
出
荷

が
最
盛
期
を
迎
え
る
７
月
以

降
、
用
船
料
も
値
上
が
り
す

る
傾
向
に
あ
る
。
２‐
年
は
７

～
１０
月
に
か
け
て
市
況
は
有

一月
上
が
り
で
、
１０
月
に
は
約

‐２
年
ぶ
り
の
高
値
を
記
録
し

た
。

５
月
比
中
国
鉄
鉱
石
需
要
が
低
迷

鉄
鉱
石
や
石
炭
を
輸
送
す
る
大
型
ば

ら
積
み
船
の
用
船
料
が
直
近
高
値
の
５

月
か
ら
９
割
超
下
が
り
、
お
よ
そ
２
年

３
カ
月
ぶ
り
の
安
値
圏
に
あ
る
。
鉄
鉱

石
の
最
大
輸
入
国
で
あ
る
中
国
で
粗
鋼

生
産
が
減
り
、
輸
送
が
振
る
わ
な
い
。

荷
役
の
混
乱
に
伴
う
積
み
下
ろ
し
の
遅

延
も
緩
ん
だ
。
中
国
の
不
動
産
市
況
の

停
滞
は
長
引
く
と
の
観
測
も
あ
り
、
上

値
が
重
い
展
開
が
続
き
そ
う
だ
。

ケープサイズの用船料は
夏でも異例の安さ

1月 23456789101112

ケ
ー
プ
サ
イ
ズ
の
市
況
は

鉄
鉱
石
の
輸
送
需
要
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
変
動
幅
が

大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

中
国
向
け
鉄
鉱
石
の
輸
送
需

要
低
迷
が
、
異
例
の
夏
の
安

値
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。

中
国
税
関
総
署

に
よ
る

と
、
同
国
の
鉄
鉱
石
輸
入
量

は
７
月
が
前
年
同
月
比
３
％

増
だ

っ
た
が
、
１
～
７
月
で

見
る
と
３
％
減
と
な

っ
て
い

る
。
世
界
鉄
鋼
協
会
に
よ
る

と
、
同
国
の
粗
鋼
生
産
量
は

７
月
が
前
年
同
月
比
６

●
４

％
減

つ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
が

響
き
、
２
０
２
２
年
１
～
７

月
で
も
前
年
同
期
比
６

ｏ
４

％
減
だ

っ
た
。

中
国
国
家
統
計
局
が
７
月

発
表
し
た
４
～
６
月
の
実
質

国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
は
、

前
年
同
期
比
Ｏ

ｏ
４
％
増
に

と
ど
ま

っ
た
。
ば
ら
積
み
船

市
況
に
詳
し
い
ト
ラ
ン
プ
デ

ー
タ
サ
ー
ビ
ス
の
海
老
原
良

社
長
は

「
中
国
向
け
鉄
鉱
石

の
半

分
程
度

の
需
要
を
占

め
、

（鋼
材
な
ど
を
使
う
）

不
動
産

マ
ー
ケ

ッ
ト
が
冷
え

切

っ
て
お
り
、
中
長
期
的
に

鉄
鉱
石
の
輸
送
需
要
を
目
減

り
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」

と
分
析
す
る
。

あ
る
業
界
関
係
者
は

「
中

国
が
掲
げ
る
成
長
率
目
標
の

達
成
を
追
わ
な
い
と
い
う
話

も
聞
こ
え
て
く
る
な
か
、
政

策
的
な
需
要
喚
起
に
も
期
待

で
き
な
い
」
と
い
う
。
昨
年

は
共
産
党
創
立
１
０
０
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
活

発
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
鉄
鉱

石
需
要
を
下
支
え
し
た
側
面

が
あ

っ
た
。

コ
ン
テ
ナ
船
と
同
様
に
、

感
染
拡
大
に
よ
る
港
湾
の
目

詰
ま
り
も
解
消
し

つ
つ
あ

る
。
上
海
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

の
際
も
港
湾
は
通
常
通
り
稼

働
し
て
い
た
。
現
在
、
中
国

沖
で
荷
揚
げ
を
待
つ
ケ
ー
プ

サ
ィ
ズ
は
４０
～
５０
隻
程
度
と

前
年
同
期
の
１
２
０
，
Ｐ
３

０
隻
か
ら
大
幅
に
減
少
。
新

型

コ
ロ
ナ
前
の
平
常
時
並
み

の
隻
数
に
戻

っ
て
い
る
。
滞

船
が
減
れ
ば
稼
働
し
て
い
る

腔
の
数
が
増
え
る
た
め
、
輸

送
能
力
の
実
質
的
な
増
加
に

つ
な
が
る
。
需
要
が
振
る
わ

な
い
な
か
、
需
給
の
緩
み
に

拍
車
を
か
け
る

一
因
だ
。

日
本
郵
船

の
担
当
者
は

「
年
末
に
向
け
て
鉄
鉱
石
の

荷
動
き
が
増
え
て
も
、
歴
史

的
な
高
値
が
続
い
た
昨
年
ほ

ど
の
盛
り
上
が
り
に
は
な
ら

な
い
だ
ろ
う
」
と
話
す
。
当

面
は
低
水
準
で
の
推
移
と
な

り
そ
う
だ
。

4維 B力ο
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③

日銀支配終幕は突然に
世
界
が
長
期
金
利
上
昇
に

直
面
す
る
中
、
日
本
だ
け
別

の
世

界

に
い
る
か

の
よ
う

だ
。
日
銀
が
国
債
相
場
を
「
支

配
」
し
、
金
利
が
適
正
水
準

よ
り
低
く
抑

え
ら
れ
て

い

る
。
ひ
ず
み
は
大
き
く
な

っ

て
お
り
、
市
場
で
は
そ
の
終

幕
は
突
然
訪
れ
る
と
の
見
方

が
強
ま

っ
て
い
る
。

に
つ 「
』
中
却
翻
″
一
れ ッ
ン
一

一

ん
か
」
。
あ
る
外
資
系
証
券

の
ト
レ
ー
ダ
ー
に
は
最
近
、

投
資
家
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
増
え
て
い
る
。
運
用
部
シ

ョ
ッ、
ク
は
、
１
９
９
８
年
か

ら
９９
年
に
か
け
て
起
き
た
金

利
の
急
騰
劇
だ
。
旧
大
蔵
省

の
資
金
運
用
部
に
よ
る
突
然

一
の
国
債
買
い
入
れ
の
停
止
を

一
き

っ
か
け
に
、
金
利
が
Ｏ

ｏ

一
６
％
台
か
ら
２

●
４
％
台
ま

で
急
上
昇
し
た
。

一　

運
用
部
シ
ョ
ッ
ク
に
関
心

一
い
一
一
”
一
¨
椰
一
峙
一
『

国
債
、た
ま
る
需
給
の
ひ
ず
み

卜
（
¨
］
¨
』
一
¨
中
『

と コ 操
¨

一

う
政
策
を
採
り
、
長
期
金
利

の
上
限
を
Ｏ

ｏ
２５
％
程
度
と

す
る
。
海
外
勢
は
Ｙ
Ｃ
Ｃ
の

修
正

に
よ
る
金
利

の
上
昇

（
価
格
の
下
落
）
に
か
け
て

国
債
売
り
で
日
銀
に
挑
み
、

金
利
は
Ｏ

ｏ
２
６
５
％
ま
で

上
が

っ
た
。
日
銀
は
最
終
的

に
金
利
を
抑
え
込
ん
だ
も
の

の
、
大
量
の
国
債
購
入
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
れ
を
見

て

「
日
銀
が
い
ず
れ
は
Ｙ
Ｃ

Ｃ
を
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
い

一帥
菱
熱
申
か
か
｝

（
考
峰
』
罐

ト
レ
ー
ダ
ー
）
。

今
は
運
用
部
シ
ョ
ッ
ク
の

時
よ
り
も
国
債
の
公
的
部
門

へ
の
依
存
が
高
い
。
当
時
は

資
金
運
用
部
な
ど
が
国
債
の

３
割
程
度
を
持

っ
て
い
た
。

今
は
日
銀
が
５
割
を
持

つ
。

国
債
デ
ィ
ー
ラ
ー
と
し
て
運

用
部
シ
ョ
ッ
ク
を
経
験
し
た

久
保
田
博
幸
氏
は

「
当
時
は

国
債
価
格
の
維
持
は
目
的
で

は
な
か

っ
た
。
日
銀
が
金
利

を
操
作
し
て
い
る
今
の
方
が

公
的
部
門

へ
の
依
存
度
は
圧

倒
的
に
高
い
」
と
指
摘
す
る
。

国
債
市
場
の
ひ
ず
み
が
強

ま
る
中
、
日
銀
が
Ｙ
Ｃ
Ｃ
を

修
正
し
た
場
合
、
長
期
金
利

は
ど
の
よ
う
に
動
く
の
か
。

米
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

ｏ
サ

ッ

ク

ス
は
実
質
成

長
率
や
物

価
、
世
界
の
金
利
動
向
な
ど

を
加
味
し
て
、
日
本
の
金
利

の

「
適
正
な
」
水
準
を
は
じ

い
て
い
る
。
８
月
時
点
で
は

０

。
６‐
％
が
ぁ
る
べ
き
金
利

で
、
市
場
で
付
い
て
い
る
金

利
よ
り
も
０

・
４
％
ほ
ど
高

い
。‐３

年
に
就
任
し
た
日
銀
の

黒
田
東
彦
総
裁
の
下
で
金
融

緩
和
の
強
化
が
続
き
、
金
利

が
適
正
金
利
よ
り
も
低
く
抑

え
ら
れ
る
こ
と
が
常
態
化
し

た
。
そ
の
不
合
理
を
突
い
て

い
る
の
が
外
国
人
投
資
家

だ
。昨

年
９
月
以
降
の
累
積
で

rket
み
て
外
国
人
投
資
家
は
長
期

債
を
ま
だ
６
兆
円
ほ
ど
売
り

越
し
た
ま
ま
だ
。
バ
ー
ク

・
レ

イ
ズ
証
券
の
マ
ク

ロ

・
ト
レ

ー
デ
ィ
ン
グ
本
部
長
、
三
ケ

尻
知
弘
氏
は

「
世
界
の
金
利

が
６
月
の
ピ
ー
ク
を
こ
え
て

上
昇
す
る
よ
う
な
場
合
、
外

国
人
の
国
債
売
り
が
再
燃
す

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
み
る
。

足
元
で
金
利
は
Ｏ

ｏ
２４
％
前

後
ま
で
じ
り
じ
り
と
上
が

っ

て
き
て
い
る
。

国
内
で
は
日
銀
が
す
ぐ
に

政
策
を
変
え
る
可
能
性
は
低

い
と
み
ら
れ
て
い
る
。
財
政

に
大
き
な
影
響
が
あ
る
た
め

だ
。
黒
田
氏
が
日
銀
総
裁
に

就
任
し
た
こ
ろ
と
比
べ
て
普

鎌 五t
通
国
債
残
高
は
３
０
０
兆
円

近
く
増
え
て
い
る
。
金
利
上

昇
が
利
払
い
費
の
増
加
な
ど

に
与
え
る
影
響
が
大
き
く
な

っ
た
。
Ｂ
Ｎ
Ｐ
パ
リ
バ
証
券

の
河
野
龍
太
郎
氏
は

「
長
期

金
利
の
安
定
自
体
が
日
銀
の

目
的
と
化
し
た
」
と
み
る
。

も

っ
と
も
中
銀
の

「
裏
切

り
」
は
突
然
来
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。

日
銀
と
同
じ
Ｙ
Ｃ
Ｃ
を
採

用
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
準
備
銀
行
は
２‐
年
に
Ｙ
Ｃ

Ｃ
を
放
棄
し
た
。
Ｏ

ｏ
ｌ
％

程
度
で
推
移
し
て
い
た
金
利

は
０

・
８
％
程
度
ま
で
急
上

昇
し
た
。
１５
年
に
は
ス
イ
ス

国
立
銀
行
が
対

ュ
ー
ロ
で
の

ス
イ
ス
フ
ラ
ン
売
り
の
無
制

限
介
入
を
突
然
や
め
て
、
フ

ラ
ン
が
急
騰
し
た
。

特
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
は
事
前
に
修

正
を
市
場
に
織
り
込
ま
せ
る

の
が
難
し
い
政
策
だ
。
Ｙ
Ｃ

Ｃ
の
放
棄
や
修
正
を
示
唆
し

た
瞬
間
に
、
投
資
家
か
ら
は

国
債
の
売
り
が
殺
到
す
る
。

Ｙ
Ｃ
Ｃ
は
特
定
の
利
回
り
で

国
債
価
格
を
下
支
え
し
て
お

り
、
そ
れ
が
な
く
な
る
と
今

後
の
値
下
が
り
が
確
実
だ
か

ら
だ
。

こ
う
し
た
場
合
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ

の
枠
組
み
の
下
で
は
、
投
資

家
か
ら
の
国
債
売
り
は
日
銀

が
す
べ
て
吸
収
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
う
す
る
と
、、
日
銀

の
国
債
保
有
残
高
が
急
速
に

膨
ら
み
、
日
銀
が
意
図
し
な

い
緩
和
的
効
果
が
生
じ
て
し

ま
う
。
実
体
経
済
と
比
べ
て

異
常
な
ほ
ど
金
融
が
緩
和
さ

れ
た
状
態
と
な
り
、
イ
ン
フ

レ
や
バ
ブ
ル
と
い

っ
た
副
作

用
を
生
み
か
ね
な
い
。

そ
れ
を
避
け
る
に
は
、　
一

切
の
宣
言
無
し
に
Ｙ
Ｃ
Ｃ
を

一時
中
替
¨
い
一
い
¨
け
っ
中

然
の
政
策
修
正
に
直
面
し
た

ら
、
売
り
が
売
り
を
呼
ぶ
展

開
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
。

長
年
、
国
債
運
用
を
し
て
き

た
三
井
住
友
Ｄ
Ｓ
ア
セ

ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
深
代
潤
氏

は
こ
う
指
摘
す
る
。
金
利
の

急
上
昇
は
、
低
金
利
に
慣
れ

き

っ
た
日
本
人
の
生
活
に
も

大
き
な
痛
み
を
強
い
る
も
の

に
な
り
か
ね
な
い
。

日
銀
が
異
次
元
緩
和
を
始

め
て
９
年
が
た

っ
た
。
金
利

が
適
正
な
水
準
よ
り
も
抑
え

込
ま
れ
た
状
態
が
長
年
続

き
、
国
債
市
場
に
は
大
き
な

ひ
ず
み
が
た
ま

っ
て
い
る
。

日
銀
は
混
乱
を
避
け
な
が
ら

出
口
に
至
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
そ
れ
と
も
投
資
家
や

国
民
に
予
期
せ
ぬ
金
利
上
昇

の
痛
み
を
負
わ
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
か
。
日
銀
自
身
ま
だ

そ
の
答
え
を
見
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
可
能
性
も
、
市
場
で

は
さ
さ
や
か
れ
始
め

て
い

る
。
　

　

　

（佐
藤
俊
簡
）
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日農 9//F

日．＝
り
、

禾0。 25

%
海
外
金
禾J
上
昇
で

長
期
金

日
銀

上
限
l

[こ

‐４
日
の
国
内
債
券
市
場
で

長
期
金
利
の
指
標
と
な
る
新

発
１０
年
物
国
債
利
回
り
が
上

昇

（債
券
価
格
は
下
落
）
し
、

０

・
２
５
０
％
と
日
銀
が
現

在
の
金
融
政
策
で

「
上
限
」

と
す
る
水
準
に
達
し
た
。
上

限
到
達
は
６
月
１７
日
以
来
。

世
界
的
な
金
融
引
き
締
め
（

流
れ
が
続
き
、
海
外
金
利
（

上
昇
が
国
内

に
も
波

及
ヽ

た
。
大
規
模
な
金
融
緩
和
を

続
け
る
旧
銀
が
政
策
修
正
に

動
く
と
の
思
惑
も
国
債
売
り

を
誘

っ
て
い
る
。

で
あ
る
「
長
短
金
利
操
作
（イ

ー
ル
ド
カ
ー
ブ

・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
）
」
で
長
期
金
利
の
変

動
幅
を
０
％
か
ら

「プ
ラ
ス

マ
ィ
ナ
ス
Ｏ

ｏ
２５
％
程
度
」

と
し
て
い
る
。
１３
日
の
海
外

市
場
で
は
米
物
価
指
標
が
市

場
予
想
を
上
回

っ
た
こ
と
で

一
米
長
期
金
利
が
３
カ
月
ぶ
り

に
３

・
４
％
台
ま
で
上
昇
す

3ヵ月ぶり

る
な
ど
、
世
界
的
な
金
利
上

外
国
為
替
市
場
で
は

一
時

１

，レ
ド
＝
１
４
４
円
台
ま
で
急

速
に
円
安

・
ド
ル
高
が
進
ん

で
い
る
。
日
銀
が
円
安
を
上

め
る
た
め
に
金
融
政
策
を
修
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上
期
‐０００
億
ド努
資
産
凍
結
警
戒
か

【
北
京
＝
川
手
伊
織
】
中
国
が
保
有
資
産
を
入
れ
替
え
て
い
る
。
７
月
の
米
国
債
保
有
額
は
２
０
２
１
年
末
か
ら

９
％
減
り
、
８
月
の
金
輸
入
額
は
過
去
最
大
だ

っ
た
。
米
欧
日
に
よ
る
ロ
シ
ア
中
央
銀
行
の
海
外
資
産
凍
結
に
衝
撃

を
う
け
、
ド
ル
依
存
へ
の
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
た
だ
急
速
な
運
用
先
の
多
様
化
も
難
し
い
。
タ
ッ
ク
ス
ヘ
イ
ブ
ン

（租
税
回
避
地
）
な
ど
で
米
国
債
の

一
部
を

「
隠
れ
保
有
」
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

租
税
回
避
地
に
移
管
も

和Ｌ
薩
¨̈
一剛
議
曇
続
で
前
月
比
で
減

っ
た
。
米

中
貿
易
戦
争
が
始
ま

っ
た
１８

年
か
ら
減
少
傾
向
だ
が
、
２２

年
上
期
だ
け
で
１
割
近
い
１

０
０
０
億

，レ
ド
を
減
ら
し
た
。

半
期
で
み
る
と
１６
年
７
～

‐２
月
以
来
５
年
半
ぶ
り
の
圧

縮
額
だ
。
対
照
的
に
、
代
表

的
な
租
税
回
避
地
の
ケ
イ
マ

ン
諸
島
保
有
の
米
国
債
は
同

期
間
に
３
８
５
億

′レ
ド
増
加
し

た
。
バ
ミ

ュ
ー
ダ
諸
島
も
同

７０
億

フレ
ド
増
え
た
。

中
国
が
削
減
し
た

一
部
を

移
管
し

「
隠
れ
保
有
」
を
増

や
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
米

国
の
制
裁
を
受
け
て
米
国
債

の
売
却
に
よ
る
ド
ル
資
金
の

調
達
が
難

し
く
な

っ
て
も

「
隠
れ
保
有
」
な
ら
制
裁
の

目
を
か
い
く
ぐ
り
や
す
い
と

み
ら
れ
る
た
め
だ
。

直
接
的
な
保
有
額
の
削
減

を
め
ぐ
り
、
中
国
の
金
融
当

局
関
係
者
は

「
米
金
利
上
昇

に
伴
う
損
失
を
避
け
る
た
め

だ
」
と
語
る
。
た
だ
市
場
動

向

に
照

ら
し
た
運
用

の
ほ

か
、

ロ
シ
ア
中
銀
の
海
外
資

産
凍
結
も
契
機
に
な

っ
た
と

み
ら
れ
る
。
中
国
政
府
関
係

者
は
対

口
制
裁
が
固
ま

っ
た

３
月
、

「
国
際
銀
行
間
通
信

協
会

（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら

の
排
除
よ
り
は
る
か
に
打
撃

が
大
き
い
」
と
驚
い
た
。

習
近
平

（
シ
ー

・
ジ
ン
ピ

ン
）
指
導
部
は
台
湾
の
武
力

統

一
も
辞
さ
な
い
構
え
だ
。

台
湾
有
事
で
米
欧
日
が
金
融

制
裁
に
動
け
ば
、
３
兆

，レ
ド
を

超
す
外
貨
準
備

（３
面
き

ょ

う
の
こ
と
ば
）
の
多
く
が
凍

結
さ
れ
、
経
済

へ
の
打
撃
は

計
り
知
れ
な
い
。

中
国
の
外
貨
準
備
は
１６
年

時
点
で
５９
％
が
ド
ル
資
産
だ

っ
た
。
ド
ル
資
産
の
代
表
と

い
え
る
米
国
債
を
減
ら
す
の

は
、
貿
易
決
済
な
ど
で
以
前

ほ
ど
ド
ル
に
依
存
し
な
く
な

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
は
中
国
と
の
貿
易

を
中
心
に
人
民
元
決
済
を
拡

大
し
て
い
る
。

ロ
シ
ア
国
営

ガ
ス
プ

ロ
ム
は
６
日
、
中
国

へ
の
天
然
ガ
ス
輸
出
に
お
け

る
決
済
通
貨
を
従
来
の
ド
ル

な
ど
か
ら
ル
ー
ブ
ル
と
人
民

元
に
切
り
替
え
る
と
表
明
。

ロ
シ
ア
最
大
手
銀
ズ
ベ
ル
バ

ン
ク
は
人
民
元
建
て
融
資
を

始
め
た
。

Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
が
調
べ
た
中

国
大
陸
以
外
で
の
人
民
元
の

決
済
比
率
を
み
る
と
、

ロ
シ

ア
は
７
月
時
点
で
香
港
と
英

国
に
次
ぐ
第
３
位
に
浮
上
。

中
国
に
と

っ
て
ド
ル
を
介
さ

ず

ロ
シ
ア
か
ら
化
石
燃
料
を

調
達
す
る
利
点
は
大
き
い
。

ド
ル
資
産
か
ら
の
代
替
候

補
の

一
つ
が
金
だ
。
中
国
税

関
総
署
に
よ
る
と
、
８
月
の

金
輸
入
額
は
１
０
３
億
５
８

０
０
万

，レ
ド
と
前
年
同
月
の
２

ｏ
３
倍
だ

っ
た
。
中
国
の
統

計
で
遡
れ
る
１７
年
以
降
で
最

大
だ
。
ど
ん
な
通
貨
と
も
交

換
で
き
る
金
は

「
無
国
籍
通

貨
」
と
い
え
、
換
金
し
や
す

い
利
点
も
あ
る
。

ロ
シ
ア
や

ト
ル
コ
な
ど
米
国
と
距
離
を

置
く
国
も
米
国
債
を
減

ら

し
、
金
保
有
を
増
や
し
た
。

中
国
の
準
備
資
産
に
含
む

金
保
有
量
は
１９
年
９
月
末
か

一

0

ソ

`ド

ル

中国が保有する米国債

(出所)米財務省
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